
・特定健診受診率４５％を目指します。
・受診勧奨に努めます。
・特定保健指導の実施率５５％を目指します。

3

△

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止する観点から積極的な受診勧奨
や保健指導を実施することが出来ませんでしたが、４０％近い成果は挙げ
ることが出来ましたが、満足できる成果は得られませんでした。

評
価

4 　感染症の対策を実施しながら、これまで以上に各地区や年代などの受診率の低い
原因をさらに分析し、市民健診の受診勧奨を地域に密着した健康つしま２１推進員
や食生活改善推進員などによる受診勧奨を行います。また、ＣＡＴＶや広報などの
情報発信ツールも大いに活用し受診率の向上を目指します。

今
後
の
展
開

2 　ＣＡＴＶや広報等のメディアを活用した広報及び健診推進員による電話勧奨と臨
戸訪問並びに健康つしま２１推進員や食生活改善推進員等、地区組織などを活用し
て受診勧奨の活動を展開しました。また、消防団員を対象とした健診（中・北地
区）を拡充実施したりと新たな試みを図ることで、過去最高の３８％強（３月末時
点）の結果となりました。

実
績
（
成
果
）

課名等 い き い き 健 康 課

区分 項　目 特定健診の受診率向上

1 【 内 容 】

組
織
目
標

【 指 標 】

　第２次健康つしま２１計画を推進するために、第３期特定健診等実施計画に基づ
き、受診率の向上を図ることで市民の健康への意識付けを行い健康寿命の延伸につ
なげます。

令和２年度［ 健 康 づ く り 推 進 部 ］目標の成果

全体 24
個別 06-01



令和２年度［ 健 康 づ く り 推 進 部 ］目標の成果

全体 25
個別 06-02

1 【 内 容 】
　住み慣れた地元で自分らしい生活を続けるために必要な移動支援、買い物支援、
見守り支援のうち、島内高齢者の買い物支援を検討・実施することで高齢者の生活
を維持し、包括的に移動手段確保、見守り支援、介護予防に寄与していきます。

組
織
目
標

【 指 標 】

課名等 地 域 包 括 ケ ア 推 進 課

区分 項　目 買い物支援事業

4 　新型コロナウィルス感染症の拡大防止が最優先となりますが、対馬市高齢者福祉
計画及び第８期介護保険事業計画の実施計画として定めた買い物支援事業推進計画
に基づいて事業を実施します。今

後
の
展
開

・庁舎内連携会議：年４回
　公共交通事業、新規ビジネス補助金事業、高齢者移動費助成事業などを担当して
　いる部署と連携していく必要がありますので検討会議を実施します。
・買い物支援事業計画策定：令和３年２月まで検討会議のなかで事業計画を策定し
　介護保健事業計画に反映します。
・買い物支援事業実証事業：島内１か所以上
　実証事業として、業者へ通いの場での移動販売、通いの場への送迎時にスーパー
　等に立ち寄る形態での買い物支援事業について検討・実施をします。

2

実
績
（
成
果
）

3

△

　新型コロナウィルスの感染拡大により実証事業は翌年度以降実施としま
したが、庁舎内会議と実施計画の作成を完了しました。

評
価

・庁舎内連携会議：３回
　公共交通等各種事業などを担当している６つの部署の課長と社会福祉協議会が参
  加して検討会議を実施しました。
・買い物支援事業計画策定：令和３年２月まで検討会議のなかで事業計画を策定し
　第８期対馬市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画に反映しました。
・買い物支援事業実証事業：令和３年度実施予定に変更
　実証事業として、業者へ通いの場での移動販売、通いの場への送迎時にスーパー
　等に立ち寄る形態での買い物支援事業について検討していましたが、新型コロナ
　ウィルス感染症の拡大を受け、検討のうえ令和３年度以降実施予定としました。



令和２年度［ 健 康 づ く り 推 進 部 ］目標の成果

全体 26
個別 06-03

1 【 内 容 】
　国は、高齢者の介護予防施策として、「通いの場」を推進しており、今後、一体
的介護予防事業において「通いの場」は重要なフィールドとなります。今般の対馬
市の状況をみますと、介護予防自主グループのグループ数は増加していますが、１
グループあたりの参加者数が減少している状況です。また、新型コロナウイルス感
染予防対策により各地域で活動をしている介護予防自主グループは大多数が活動自
粛をしていますが、対馬市では、介護予防自主グループの活動がスムーズに継続で
きるように、関係各課と協力し、活動状況を把握し、必要に応じて活動継続のため
の支援を実施します。

組
織
目
標

【 指 標 】

課名等 地 域 包 括 ケ ア 推 進 課

区分 項　目 介護予防自主グループの活動継続支援

4 　新型コロナウィルス感染症の拡大防止が最優先となりますが、介護予防活動及び
通いの場の重要性を認識し、引き続き、介護予防活動及び通いの場への支援を継続
します。今

後
の
展
開

・介護予防自主活動助成金決定団体の活動継続：４９団体
　※第８期介護保険事業計画に介護予防自主グループ継続に向けた支援策及び目標
　　値を計上

2

実
績
（
成
果
）

3

◎

　新型コロナウィルス感染症への不安を解消するため、各グループへ感染
予防のチラシを配付して活動場所の確認等を実施しました。介護予防自主
グループ５０団体が活動を継続できていますので目標を上回る実績となり
ました。
　また、第８期介護保険事業計画の目標を明確化するために介護予防の目
標を数値化して設定しました。

評
価

・令和２年度　介護予防自主活動グループ活動実績

　　団体数　５０団体
　　延べ実施回数　６４２回
　　延べ参加人数　５，９０３名

・第８期介護保険事業計画に、介護予防自主活動グループ数の目標設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年度までに６０団体）


